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３． 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

大規模な実証実験や実応用への展開には至らなかったものの、すでに実用に供しているファイルシステム

Gfarmをベースに、ポストペタ・エクサスケール時代のニーズ対応できる次世代大規模ファイルシステムに向け

た現実的なプロトタイピングのレベルは達成しており、その観点で期待通りと判断できる。想定するような規模で

の実証実験は現実的には不可能であり、シミュレーションによる評価での検証が行われている。ビックデータ解

析、AIなどデータサイエンスへの期待の高まりから、高性能分散データ処理を行う上で大容量・高性能ストレー

ジの実現は重要な課題であり、今後、本研究課題の成果がポストペタスケールシステムやエクサスケールシステ

ム規模での有効性を実証していくことが重要である。Gfarmの産業界への展開についてはすでにNPO法人が

設立されており、実用でのファイルシステムに必要な安定性の観点から成果適用に必要なソフトウェア品質の確

保や大規模な実証実験など、このNPO法人を含む開発体制・コミュニティの維持・充実を図り、成果の展開に期

待したい。 

 

 

A  期待通りの成果が得られている 


